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全３回配本・全10巻

編集・解説	 見城 悌治（千葉大学大学院国際学術研究院教授）　須田 将司（東洋大学文学部教授）
刊行のことば	 鷲山 恭彦　（大日本報徳社社長・東京学芸大学名誉教授）
推　　薦	 落合 功（青山学院大学経済学部教授）		奈良岡 聰智（京都大学公共政策大学院教授）
資料協力	 公益社団法人大日本報徳社		公益財団法人報徳福運社 報徳博物館
揃定価　222,200円　（揃本体 202,000 円＋税 10％）
体裁　　A4判／A5判・上製・布クロス装・総約 4400 頁　　
　　　　※各誌収録冒頭巻（第 1,2,7 巻）に解説、最終巻（第 1,6,10 巻）に総目次・索引を附す。
収録底本	『民主報徳』第１-57 号（報徳同志会新聞部、1948.4.―1952.12.）	全 56 号
	 『報徳青年』第１巻第１号 - 第７巻第１号（報徳青年運動本部、天地社、1947.5.―1954.1.）	全 49 号	
	 『報徳』第 44 巻第４号 - 第 51 巻第 12 号（大日本報徳社、1945.11･12.―1952.12.）	全 80 号（附録含む）
	 ※『報徳青年』は、終刊と考えられる 1954 年１月号までを収録した。

配 

本 

予 

定

配本 収録巻 収録内容 定価 ISBN-No
（978-4-8350） 刊行予定

第１回 第１- ３巻
（全３巻）『民主報徳』『報徳青年』 揃定価 68,200円

（揃本体 62,000 円＋税 10％） 8405-3 2021 年 6 月

第２回 第４- ６巻
（全３巻）『報徳青年』 揃定価 66,000円

（揃本体 60,000 円＋税 10％） 8409-1 2021 年 11 月

第３回 第７-10 巻
（全４巻）『報徳』 揃定価 88,000円

（揃本体 80,000 円＋税 10％） 8413-8 2022 年 1 月

■ JR 掛川駅前の二宮金次郎像。
明治神宮宝物殿の金次郎像と同
型という。

占領期 報徳運動 資料集成

排除の弾圧政策と異なる、総力戦体制への
包摂の構造を明らかにする―― 前田一男（推薦）

復刻版 
教化運動 
全２回配本・全６巻・別冊１

「 非 常 時 日 本 」に“教 化”を 掲 げ、
1930年代から拡大した総力戦体制
を下支えした『教化運動』、そのほ
ぼ全号を収録。国民の「思想善導」
を企図し、「国民更生運動」などから、

「国民精神総動員運動」へと突き進
んだ教化運動の全貌が明らかに。
解説　須田将司　（東洋大学教授）
推薦　井上寿一・前田一男・米田
俊彦

揃定価　187,000円（揃本体170,000円＋税10％）
体裁　Ｂ４判／上製／総約2,600頁
底本
中央教化団体連合会『教化運動』第1-297号

（1930年8月―1944年3月）
※第90,184,203,219号欠。「近畿附録」全13号収録。
中央教化団体連合会『中央教化団体連合会会報』第5,7,8号

（1928年12月―1929年12月）
◎第１回配本（第1-3巻）
収録内容：『教化運動』第５—151号／

『中央教化団体連合会会報』第7・8号
総約1074頁／揃定価92,400円（揃本体84,000円＋税10％）
ISBN978-4-8350-8254-7　2018年11月刊行
◎第２回配本（第４-6巻）
収録内容：『教化運動』第1—4,6,152-297号／

『中央教化団体連合会会報』第5号
総約1340頁／揃定価94,600円（揃本体86,000円＋税10％）
ISBN978-4-8350-8258-5　2019年9月刊行
◎別冊　『教化運動』解説・総目次・索引／並製276頁
定価3,300円（本体3,000円＋税10％）　
ISBN978-4-8350-8263-9　※分売可

国家的危機のたびに登場する報徳主義の原点――海野福寿（推薦）

斯　民 全38巻・別冊1

報徳思想研究にとどまらず、地方自治・農政史をも含む日本近現代史研究に
広く活用される『斯民』、全40編全471号を復刻。
中央報徳会の機関誌『斯民』は、二宮尊徳の「報徳」理念を採用、「道徳と経済
の調和」を基本理念として、地方自治に大きな影響力をもった。本誌こそ、
戦前の報徳運動の展開を知るうえで欠かすことのできない貴重な資料である。
解説　金沢史男（元横浜国立大学教授）
推薦　海野福寿・宮崎隆次・宮地正人・和田守
揃定価　844,800円（揃本体768,000円＋税10％）
体裁　Ａ４判（４面付）・上製・総約14,200頁
◎第１回配本（第1-3巻）＋別冊　1906年4月—1909年3月
　揃定価74,800円（揃本体68,000円＋税10％）　
ISBN978-4-8350-1537-1

◎第２回配本（第4-8巻）　1909年4月—1914年3月
　揃定価110,000円（揃本体100,000円＋税10％）　ISBN978-4-8350-1542-8
◎第３回配本（第9-13巻）　1914年4月—1918年12月
　揃定価110,000円（揃本体100,000円＋税10％）　ISBN978-4-8350-1548-7
◎第４回配本（第14-18巻）　1919年—1923年
　揃定価110,000円（揃本体100,000円＋税10％）　ISBN978-4-8350-1554-1
◎第５回配本（第19-23巻）　1924年—1928年
　揃定価110,000円（揃本体100,000円＋税10％）　ISBN978-4-8350-1560-8
◎第６回配本（第24-28巻）　1929年—1933年
　揃定価110,000円（揃本体100,000円＋税10％）　ISBN978-4-8350-1566-5
◎第７回配本（第29-33巻）　1934年—1938年
　揃定価110,000円（揃本体100,000円＋税10％）　ISBN978-4-8350-1572-ｘ
◎第８回配本（第34-38巻）　1939年—1946年
　揃定価110,000円（揃本体100,000円＋税10％）　ISBN978-4-8350-1578-9　
◎『斯民』目次総覧〔新版〕　金沢史男（解説）・酒田正敏（解題）

 Ｂ５判／上製／ 450頁／定価8,800円（本体8,000円＋税10％）※別冊、分売可

お薦め先	 近現代史、農政史、教育史、
経済史、地域史	等の研究者、大学・専門・
公共図書館
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表紙画像：右下 「種生花実輪廻之図」（『二宮尊徳翁自筆草案』）／左上 「全国の青年
に訴う 日本再建の意気にもゆる『報徳青年』愛読者一万へ」（『報徳青年』ビラ、
本資料集成第２巻収録）／左下 二宮尊徳像（大日本報徳社大講堂内）

　
「
二
宮
金
次
郎
」
と
聞
い
て
「
薪
を
背
負
い
、読
書
す
る
少
年
像
」
を
想
起
で
き
る
人
は
、

今
日
で
も
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
一
方
で
、
そ
の
少
年
が
長
じ
て
尊
徳

（
一
七
八
七
―
一
八
五
六
）
と
な
り
、
江
戸
時
代
末
期
の
関
東
周
辺
で
農
村
復
興
に
貢
献

し
た
こ
と
を
知
る
人
は
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
尊
徳
の
も
と
で
そ
の
方
法

を
学
ん
だ
農
民
た
ち
は
、
後
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
元
に
戻
り
報
徳
社
を
組
織
、
維
新
後
の
急

激
な
近
代
化
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
。
そ
う
し
た
結
社
の
な
か
で
最
も
有
力
な
も
の
の
ひ

と
つ
が
、
一
八
七
五
年
に
静
岡
県
掛
川
町
で
創
設
さ
れ
た
遠
江
国
報
徳
社
で
あ
る
。

　
二
宮
尊
徳
の
報
徳
思
想
は
、
日
露
戦
争
後
の
時
代
に
至
る
と
、
疲
弊
し
た
社
会
を
立
て

直
す
特
効
薬
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。
内
務
省
の
主
導
す
る
地
方
改
良
運
動
の
さ
な
か
、
半

官
半
民
的
な
中
央
報
徳
会
が
そ
の
活
動
を
展
開
し
た
ほ
か
、
日
本
各
地
に
お
い
て
報
徳
社

の
新
設
が
奨
励
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
渦
中
に
あ
っ
て
、
遠
江
国
報
徳
社
は
一
九
一
一
年

に
大
日
本
報
徳
社
と
改
名
し
、報
徳
運
動
の
中
核
た
ら
ん
と
す
る
意
志
を
示
し
た
。
以
後
、

同
社
ひ
き
い
る
報
徳
運
動
は
、
第
一
次
大
戦
後
の
民
力
涵
養
運
動
、
昭
和
恐
慌
後
の
農
山

漁
村
経
済
更
生
運
動
な
ど
に
お
い
て
、
農
村
指
導
や
思
想
善
導
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

た
。

　
こ
う
し
た
戦
前
の
事
績
は
、
経
済
史
、
政
治
史
、
思
想
史
な
ど
の
各
分
野
に
お
い
て
研

究
が
深
化
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
た
め
の
資
料
に
つ
い
て
も
、
今
回
収
録
し
た
大
日

本
報
徳
社
の
機
関
誌
『
報
徳
』
の
前
身
に
あ
た
る
『
大
日
本
報
徳
』
な
ど
、
一
八
八
三
年

か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
の
雑
誌
を
ま
と
め
た
『
日
本
報
徳
運
動
雑
誌
集
成
』
全
47
巻
・
別

巻
１
（
緑
蔭
書
房
）
や
、
一
九
〇
六
年
か
ら
四
六
年
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
中
央
報
徳
会
の

機
関
誌
『
斯
民
』
な
ど
も
復
刻
さ
れ
て
い
る
（
全
38
巻
・
別
冊
１
、
龍
溪
書
舎
、
の
ち
不

二
出
版
）。
だ
が
一
方
で
、
戦
後
の
日
本
社
会
に
お
い
て
報
徳
運
動
が
ど
の
よ
う
な
役
割

を
担
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
研
究
が
十
分
に
進
ん
だ
と
は
い
え
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
一
九
四
五
年
八
月
の
敗
戦
は
、
報
徳
運
動
に
と
っ
て
も
転
換
点
と
な
っ
た
。
報
徳
思
想

は
「
道
徳
」
と
「
経
済
」
を
車
の
両
輪
と
考
え
る
が
、
そ
の
一
方
の
柱
で
あ
る
「
道
徳
」

に
つ
い
て
、
関
係
団
体
は
「
教
化
団
体
」
的
な
性
格
を
も
有
し
た
が
た
め
に
そ
の
存
否
が

問
わ
れ
た
。
し
か
し
一
方
、
も
う
一
つ
の
柱
で
あ
る
「
経
済
」、
す
な
わ
ち
「
生
活
復
興
」

の
た
め
の
食
糧
増
産
指
導
な
ど
に
対
す
る
期
待
は
大
き
く
、
ま
た
二
宮
尊
徳
が
「
民
主
主

義
者
」
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
幹
部
に
評
価
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
最
終
的
に
そ
の
存
続
が
認

め
ら
れ
た
。

　
報
徳
運
動
の
関
係
団
体
は
、
そ
の
後
も
在
野
で
地
道
な
活
動
を
展
開
し
、
現
在
に
至
っ

て
い
る
。
だ
が
大
日
本
報
徳
社
は
じ
め
関
連
団
体
の
敗
戦
直
後
の
刊
行
物
を
所
蔵
し
て
い

る
図
書
館
は
稀
で
、
そ
の
足
跡
を
辿
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

　
こ
の
た
び
『
占
領
期 

報
徳
運
動
資
料
集
成
』
全
10
巻
と
し
て
、
雑
誌
『
報
徳
』、
そ
れ

に
『
報
徳
青
年
』（
報
徳
青
年
運
動
本
部
、
天
地
社
）、『
民
主
報
徳
』（
報
徳
同
志
会
新
聞

部
）
と
併
せ
て
復
刻
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
と
り
わ
け
『
報
徳
青
年
』
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
検

閲・蒐
集
し
た
「
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
」
な
ど
で
閲
覧
で
き
る
号
数
を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
、

未
知
の
号
も
多
く
含
ん
で
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
雑
誌
を
読
む
こ
と
で
、
幕
末
以
来
の
歴
史
を
誇
り
、
主
に
在
野
の
民
衆
と
と

も
に
歩
ん
だ
報
徳
運
動
が
、
敗
戦
時
の
社
会
変
動
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
か
、
新
機
軸

と
し
て
何
を
掲
げ
た
か
な
ど
が
明
ら
か
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
今
回
の
復
刻
は
、
そ
の
対

象
時
期
を
あ
え
て
「
占
領
期
」
で
区
切
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
未
曽
有
の
社
会
的
変
化

に
お
い
て
民
衆
由
来
の
「
報
徳
」
の
思
想
と
方
法
と
が
、
新
た
な
「
民
主
主
義
」
社
会
の

構
築
に
向
か
う
人
び
と
に
い
か
に
再
受
容
さ
れ
、
彼
ら
を
ど
う
支
え
た
か
を
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
る
と
判
断
し
た
た
め
で
あ
る
。

　
日
本
近
現
代
史
に
興
味
を
も
つ
人
、
と
り
わ
け
戦
前
と
戦
後
に
お
け
る
社
会
、
教
育
、

思
想
、
文
化
な
ど
の
「
連
続
」
と
「
断
絶
」
に
関
心
を
寄
せ
る
人
に
は
、
ぜ
ひ
手
に
と
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
け
ん
じ
ょ
う 

て
い
じ
・
千
葉
大
学
大
学
院
国
際
学
術
研
究
院
教
授
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

す
だ 
ま
さ
し
・
東
洋
大
学
文
学
部
教
授
）

復
刻
の
辞

見
城
悌
治
・
須
田
将
司

	

占
領
期
報
徳
運
動
資
料
集
成　
全
３
回
配
本
・
全
10
巻

収
録
内
容
一
覧

配　
本

収
録
誌
（
発
行
）

巻　
数

収
録
号
数
／
発
行
年
月

第
１
回

民
主
報
徳

【
報
徳
同
志
会
新
聞
部
発
行
／
月
刊
／	

タ
ブ
ロ
イ
ド
判
／
平
均
２
頁
】

解
説
：
須
田
将
司

総
目
次
・
索
引
附

第
１
巻

第
１
号
（
１
９
４
８
年
４
月
）

―
第
57
号
（
１
９
５
２
年
12
月
）

報
徳
青
年

【
報
徳
青
年
運
動
本
部
、
天
地
社
発
行
／

月
刊
／
Ｂ
６
判
／
平
均
46
頁
】

解
説
：
見
城
悌
治
（
第
２
巻
収
録
）

総
目
次
・
索
引
附
（
第
６
巻
収
録
）

第
２
巻

第
１
巻
第
１
号
（
１
９
４
７
年
５
月
）

―
第
１
巻
第
10・11
号
（
１
９
４
８
年
９
月
）

第
３
巻

第
２
巻
第
１
号
（
１
９
４
９
年
７
月
）

―
第
３
巻
第
４
号
（
１
９
５
０
年
４
月
）

第
２
回

第
４
巻

第
３
巻
第
５
号
（
１
９
５
０
年
５
月
）

―
第
４
巻
第
４
号
（
１
９
５
１
年
４
月
）

第
５
巻

第
４
巻
第
５
号
（
１
９
５
１
年
５
月
）

―
第
５
巻
第
５・６
号
（
１
９
５
２
年
６
月
）

第
６
巻

第
５
巻
第
７
号
（
１
９
５
２
年
７
月
）

―
第
７
巻
第
１
号
（
１
９
５
４
年
１
月
）

第
３
回

報
　
徳

【
大
日
本
報
徳
社
発
行
／
月
刊
／

Ａ
５
判（
Ｂ
６
判
含
む
）／
平
均
24
頁
】

解
説
：
見
城
悌
治
（
第
７
巻
収
録
）

総
目
次
・
索
引
附
（
第
10
巻
収
録
）

第
７
巻

第
44
巻
第
４
号
（
１
９
４
５
年
11
・
12
月
）

―
第
46
巻
第
５
号
（
１
９
４
７
年
６・７
月
）

第
８
巻

第
46
巻
第
６
号
（
１
９
４
７
年
８
月
）

―
第
48
巻
第
６
号
（
１
９
４
９
年
６
月
）

第
９
巻

第
48
巻
第
７
号
（
１
９
４
９
年
７
月
）

―
第
49
巻
第
12
号
（
１
９
５
０
年
12
月
）

第
10
巻

第
50
巻
第
１
号
（
１
９
５
１
年
１
月
）

―
第
51
巻
第
12
号
（
１
９
５
２
年
12
月
）

※
構
成
は
変
更
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
戦
前
、二
宮
尊
徳
の
「
富
国
安
民
」
の
思
想
は
、大
日
本
帝
国
の
下
で
「
富

国
強
兵
」
の
政
策
に
組
み
込
ま
れ
た
。
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
末
期
に
は

御
真
影
と
教
育
勅
語
、
そ
し
て
二
宮
金
次
郎
像
が
戦
争
遂
行
の
道
具
に
な
っ

た
と
批
判
さ
れ
た
。
戦
後
の
報
徳
運
動
は
そ
の
反
省
か
ら
、「
民
主
報
徳
」

を
掲
げ
て
新
し
く
出
発
し
て
い
る
。

　
こ
の
た
び
『
占
領
期
報
徳
運
動
資
料
集
成
』
全
10
巻
と
し
て
復
刻
さ
れ

る
雑
誌
、『
報
徳
』（
大
日
本
報
徳
社
）、『
民
主
報
徳
』（
報
徳
同
志
会
新
聞
部
）

『
報
徳
青
年
』（
報
徳
青
年
運
動
本
部
、
天
地
社
）
は
、
戦
後
の
民
主
主
義

的
変
革
の
な
か
、
こ
れ
ま
で
の
在
り
方
と
新
し
い
生
き
方
の
は
ざ
ま
で
求

道
し
実
践
す
る
、
報
徳
社
に
結
集
し
た
人
々
の
興
味
深
い
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
戦
前
の
報
徳
運
動
を
解
明
す
る
資
料
と
し
て
、
大

日
本
報
徳
社
の
『
大
日
本
報
徳
』
を
含
む
『
日
本
報
徳
運
動
雑
誌
集
成
』

全
47
巻
・
別
巻
１
（
緑
蔭
書
房
）
や
、
中
央
報
徳
会
の
機
関
誌
『
斯
民
』

全
38
巻
・
別
冊
１
（
龍
溪
書
舎
、
の
ち
不
二
出
版
）
が
復
刻
さ
れ
て
き
た
。

こ
の
た
び
不
二
出
版
が
、
い
よ
い
よ
戦
後
の
報
徳
資
料
の
出
版
を
決
断
さ

れ
た
こ
と
を
、
心
強
く
感
じ
て
い
る
。

　
敗
戦
後
の
荒
廃
し
た
状
況
で
、
新
し
い
日
本
を
つ
く
ら
ん
と
し
た
こ
れ

ら
先
人
た
ち
の
意
欲
と
努
力
、
遠
き
を
測
ら
ん
と
す
る
そ
の
眼
差
し
は
、

コ
ロ
ナ
後
の
生
き
方
が
求
め
ら
れ
る
現
代
の
私
た
ち
へ
の
指
針
と
な
ろ
う
。

新
し
い
経
済
と
社
会
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
る
今
、
彼
ら
の
発
言
は

私
た
ち
に
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
く
れ
る
。
本
資
料
集
成
は
、
戦
後

精
神
の
一
つ
の
軌
跡
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
考
究
さ
れ
る
べ
き
刺
激

的
な
素
材
に
満
ち
て
い
る
。

（
わ
し
や
ま 

や
す
ひ
こ
・
大
日
本
報
徳
社
社
長 

東
京
学
芸
大
学
名
誉
教
授
）

刊
行
の
こ
と
ば

―
―
遠
き
を
測
ら
ん
と
す
る
尊
徳
の
眼
差
し
―
― 

鷲
山
恭
彦
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■『報徳青年』表紙：上から、第１巻第
１号（1947 年 5 月、創刊号）、第１巻
第８号・第９号（1948 年 9 月、合併号）、
第４巻第５号（1951 年 5 月）

　
近
世
史
研
究
家
に
と
っ
て
二
宮
尊
徳
と
い
え
ば
、
農
村
復
興
の
担
い
手
と
し
て
知
ら

れ
る
。
近
代
以
降
に
な
る
と
、
学
校
の
片
隅
に
設
置
さ
れ
た
薪
を
背
負
っ
た
二
宮
金
次

郎
像
が
、
道
徳
教
育
に
登
場
し
て
く
る
。
だ
が
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
、
大
衆
消
費
社

会
の
な
か
で
、節
度
を
守
り
倹
約
す
る
こ
と
を
規
範
と
し
た
報
徳
思
想
は
、下
火
に
な
っ

て
い
く
印
象
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
も
は
や
恒
常
的
と
も
思
え
る
マ
イ
ナ
ス
金
利
の
現
在
、
無
意
味
な
は
ず
に

も
か
か
わ
ら
ず
、日
本
人
の
貯
蓄
精
神
は
健
在
だ
。
一
部
を
除
い
て
、お
お
よ
そ
の
人
々

は
贅
沢
を
せ
ず
、
分
を
わ
き
ま
え
た
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
高
額
な
貯

蓄
こ
そ
が
世
界
に
類
を
み
な
い
借
金
大
国
・
日
本
を
支
え
て
い
る
。

　
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
二
宮
尊
徳
が
一
円
紙
幣
と
し
て
、
一
九
四
六
年
三
月
一
九
日
か

ら
五
八
年
一
〇
月
一
日
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
。
同
時
期
に
発
行
さ
れ

た
五
円
紙
幣
や
十
円
紙
幣
に
肖
像
は
つ
い
て
い
な
い
（
五
円
紙
幣
は
彩
紋
、
十
円
紙
幣

に
は
国
会
議
事
堂
）。
一
九
五
一
年
一
二
月
に
発
行
さ
れ
た
五
十
円
紙
幣
は
高
橋
是
清

が
肖
像
と
な
っ
て
い
る
。
紙
幣
の
肖
像
は
当
時
の
世
相
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
体
現
す
る
こ

と
が
多
い
。
果
た
し
て
敗
戦
直
後
の
二
宮
尊
徳
に
は
、何
が
求
め
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
『
占
領
期 

報
徳
運
動
資
料
集
成
』
全
10
巻
が
刊
行
さ
れ
る
と
い
う
。
具
体
的
に
は
、

平
和
日
本
、
民
主
主
義
の
新
生
日
本
建
設
を
掲
げ
て
、
食
糧
増
産
の
手
法
を
具
体
的
に

記
し
、
喫
緊
な
事
態
に
対
応
し
よ
う
と
し
た
雑
誌
『
報
徳
』（『
大
日
本
帝
国
報
徳
』
と

し
て
明
治
二
五
年
よ
り
発
行
。
大
日
本
報
徳
社
・
掛
川
。
な
お
、
本
資
料
集
成
は
昭
和

二
〇
年
一
一・一
二
月
号
以
降
を
収
録
）。
多
感
な
青
年
に
向
け
て
協
同
の
思
想
を
基
礎

に
日
本
再
建
を
訴
え
た『
報
徳
青
年
』（
昭
和
二
二
年
五
月
創
刊
。
報
徳
青
年
運
動
本
部
、

天
地
社
・
東
京
都
）。
そ
し
て
現
代
化
、
大
衆
化
、
社
会
化
を
目
指
し
て
、
二
宮
尊
徳

の
言
行
を
現
代
の
生
活
や
仕
事
に
生
か
す
こ
と
に
主
眼
を
お
い
た
『
民
主
報
徳
』（
昭

和
二
三
年
四
月
創
刊
。
報
徳
同
志
会・小
田
原
）。
占
領
期
に
お
け
る
こ
れ
ら
三
雑
誌
が
、

今
回
復
刻
さ
れ
る
。

　
三
誌
そ
れ
ぞ
れ
、
個
性
あ
る
編
集
が
な
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
国
民
全
体
が
敗
戦
に
よ

る
価
値
観
の
喪
失
を
経
験
す
る
な
か
で
、
尊
徳
本
来
の
思
想
に
立
ち
戻
り
つ
つ
、「
新

し
い
日
本
の
建
設
」
の
な
か
に
報
徳
思
想
を
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
こ
れ
ら
の
雑
誌
に

は
、
多
く
の
共
通
点
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
う
し
た
雑
誌
を

通
じ
て
、
当
時
の
報
徳
運
動
の
全
体
像
、
ひ
い
て
は
日
本
社
会
再
建
の
一
過
程
を
俯
瞰

す
る
こ
と
が
で
き
る
に
違
い
な
い
。

　
敗
戦
を
目
の
あ
た
り
に
し
、
日
本
人
は
そ
れ
ま
で
の
価
値
観
を
喪
失
し
た
と
さ
れ
る

が
、
す
べ
て
が
失
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
戦
時
下
の
軍
国
主
義
と
極
端
な
国
家
主
義

が
霧
消
し
、
民
主
主
義
と
い
う
新
た
な
価
値
観
が
模
索
さ
れ
る
な
か
、
近
世
か
ら
存
続

す
る
報
徳
思
想
は
、
何
を
失
い
、
何
を
残
そ
う
と
し
た
の
か
。
ま
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
報
徳
思

想
に
何
を
期
待
し
た
か
。
本
資
料
集
成
が
そ
の
答
え
を
導
い
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。

 

（
お
ち
あ
い 

こ
う
・
日
本
経
済
思
想
史
学
会
代
表
幹
事
、
青
山
学
院
大
学
経
済
学
部
教
授
）

　

こ
の
た
び
不
二
出
版
か
ら
、
大
日
本
報
徳
社
お
よ
び
そ
の
関
係
者
が
占
領
期

（
一
九
四
五
―
五
二
年
）
に
刊
行
し
た
雑
誌
三
誌
が
『
占
領
期
報
徳
運
動
資
料
集
成
』

全
10
巻
と
し
て
復
刻
出
版
さ
れ
る
と
い
う
。『
報
徳
』
は
同
社
の
機
関
誌
で
、
同
社
の

基
本
的
な
考
え
方
、
活
動
に
つ
い
て
知
る
う
え
で
必
須
の
史
料
で
あ
る
が
、
全
国
の
大

学
図
書
館
な
ど
に
は
ご
く
限
ら
れ
た
号
し
か
現
存
せ
ず
、
国
会
図
書
館
に
も
ま
っ
た
く

所
蔵
が
な
い
。
幸
い
戦
前
の
も
の
は
既
に
復
刻
出
版
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
戦
後
分
は

未
復
刻
で
、
こ
れ
ま
で
入
手
が
困
難
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
基
礎
的
な
事
実
で
す
ら
不
明

な
点
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
こ
の
た
び
同
雑
誌
に
加
え
て
、
ほ
ぼ
未
知
の
史
料
で
あ
っ

た
『
報
徳
青
年
』（
報
徳
青
年
運
動
本
部
、
天
地
社
）、『
民
主
報
徳
』（
報
徳
同
志
会
新

聞
部
）
が
復
刻
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
終
戦
前
後
の
激
動
期
に
お
け
る
同
社
の
動
き
が

容
易
に
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
後
本
資
料
に
よ
っ
て
、
大
日
本
報
徳
社
が
終
戦
後

い
か
な
る
か
た
ち
で
再
出
発
を
図
っ
た
の
か
、
報
徳
運
動
が
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て

ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
、
ま
た
し
な
か
っ
た
の
か
が
解
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。

　
私
は
こ
の
数
年
、『
河
井
弥
八
日
記　
戦
後
篇
』
全
５
巻
（
信
山
社
、
二
〇
一
五
―

二
〇
年
）
と
い
う
資
料
集
を
、
仲
間
た
ち
と
一
緒
に
毎
年
刊
行
し
て
き
た
。
河
井
は
、

侍
従
次
長
、
貴
族
院
議
員
な
ど
を
歴
任
し
、
戦
後
は
参
議
院
議
長
ま
で
務
め
た
人
物
で

あ
る
が
、
一
九
四
五
―
六
〇
年
に
は
大
日
本
報
徳
社
の
社
長
の
座
に
も
あ
っ
た
。
そ
の

た
め
同
日
記
は
、
報
徳
運
動
関
係
の
記
述
が
大
変
充
実
し
て
お
り
、
河
井
が
報
徳
思
想

を
「
新
生
日
本
の
建
設
」
の
た
め
の
精
神
的
支
柱
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
、
戦
時

中
の
活
動
が
占
領
軍
か
ら
問
題
視
さ
れ
、
解
散
の
危
機
に
直
面
し
た
際
、
河
井
ら
が
社

を
挙
げ
て
占
領
軍
の
視
察
団
に
働
き
か
け
た
結
果
、
同
社
が
解
散
を
免
れ
た
こ
と
な
ど

が
、
日
記
の
記
述
か
ら
分
か
る
。

　
残
念
な
が
ら
日
記
編
纂
時
に
は
、『
報
徳
』
な
ど
他
の
史
料
を
あ
ま
り
参
照
で
き
な

か
っ
た
た
め
、
私
が
執
筆
し
た
解
題
で
は
十
分
に
考
察
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
が
、
同
誌
に
は
占
領
軍
の
イ
ン
ボ
ー
デ
ン
少
佐
（
民
間
情
報
教
育
局
新
聞
課
長
）
に

よ
る
視
察
に
関
す
る
も
の
な
ど
、
関
連
記
事
が
多
数
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
『
河

井
弥
八
日
記
』
と
本
資
料
集
成
を
併
せ
て
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
報
徳
運
動
の
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
、
立
体
的
・
多
角
的
に
分
析
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
。

幸
い
『
報
徳
』
に
は
、
河
井
の
考
え
を
示
す
演
説
、
彼
の
名
前
で
出
さ
れ
た
各
種
文
書

な
ど
が
、
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
河
井
の
み
な
ら
ず
、
佐
々
井
信
太
郎
、
鷲

山
恭
平
と
い
っ
た
大
日
本
報
徳
社
幹
部
の
論
説
も
数
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
。さ
ら
に
、

丸
山
方
作
ら
が
推
進
し
た
甘
藷
増
産
の
記
事
も
豊
富
に
あ
り
、
戦
後
の
食
糧
問
題
の
研

究
に
と
っ
て
も
不
可
欠
の
好
史
料
と
い
え
る
。

　
総
じ
て
本
資
料
は
、
報
徳
運
動
の
み
な
ら
ず
、
占
領
期
の
政
治
史
、
思
想
史
、
教
育

史
、
農
業
史
な
ど
幅
広
い
領
域
の
研
究
を
大
き
く
進
め
る
貴
重
な
基
本
資
料
で
あ
る
。

多
く
の
読
者
を
得
て
、
広
く
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

 

（
な
ら
お
か 

そ
う
ち
・
京
都
大
学
公
共
政
策
大
学
院
教
授
）

推
薦
の
こ
と
ば

報
徳
思
想
は
「
新
生
日
本
」
で
何
が
で
き
た
の
か

落
合 
功

推
薦
の
こ
と
ば

占
領
期
の
幅
広
い
領
域
の
研
究
を
大
き
く
進
め
る
貴
重
な
基
本
資
料

奈
良
岡 

聰
智

■『報徳』表紙：上から、第 44 巻第４
号（1945 年 11・12 月）、第 49 巻第
6 号（1950 年 6 月）、第 51 巻第 3 号

（1952 年 3 月）



■内容見本：①佐々井信太郎「民主主義体制の確立と芋コヂ理
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憲法実施の新年に際して」（『報徳』第 46 巻第 1 号、1947 年
1 月）　③「民族新生新年に立つ（巻頭言）」（『報徳青年』第 3
巻第 1 号、1950 年 1 月）　④草場弘「農村の女性を解放せよ」

（『報徳青年』第 3 巻第 3 号、1950 年 3 月）　⑤『民主報徳』
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年 8 月）第１面　⑦「独立新青年全国大会（２）」（『報徳青年』
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